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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ホスホイノシチドに結合し、平面または湾曲した膜構造の形成を促進する。コードされるタンパク質は、RAB13陽性小胞および細胞膜との細胞間接触部に見られる。[RefSeq提供、2012年12月],ドメイン：IMDドメインはらせん構造をとると予測される。アクチンの束形成と糸状仮足の形成を誘導する可能性がある。,機能：アダプタータンパク質として機能する可能性がある。,類似性：1つのIMD（IRSp53/MIM相同性）ドメインを含む。,類似性：1つのSH3ドメインを含む。,
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	BAIAP2L2抗体を用いたRAW264.7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	BAIAP2L2 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

